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IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、多くの細胞種において増殖、分化、接着、遊走、その他の機能を制御する多機能ペプチドであるサイトカインであるトランスフォーミング成長因子ベータ（TGFB）ファミリーのメンバーをコードしています。多くの細胞はTGFB受容体を有しており、このタンパク質は他の多くの成長因子を正または負に制御します。分泌されたタンパク質は、潜伏期関連ペプチド（LAP）と成熟TGFB1ペプチドに切断され、TGFB1ホモ二量体、LAPホモ二量体、および潜伏期TGFB1結合タンパク質からなる潜伏型、またはTGFB1ホモ二量体からなる活性型のいずれかで存在します。成熟ペプチドは、他のTGFBファミリーメンバーとヘテロ二量体を形成することもあります。この遺伝子は腫瘍細胞で頻繁に発現上昇し、この遺伝子の変異はカムラティ・エンゲルマン病を引き起こします。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	TGFb1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TGFb1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TGFb1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒトリンパ組織の免疫組織化学分析。

